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１ 調査の概要 

・遺 跡 名：鬼釜古墳（鬼釜遺跡） 

・調査場所：飯田市上
かみ

久
ひさ

堅
かた

1930-11番地ほか 

・調査原因：国土交通省飯田国道事務所による国道474号飯
いい

喬
たか

道路（仮称飯田東ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ）建設工事 

・調査期間：平成23年4月11日～11月30日（予定）  

・調査面積：16,300㎡ 

 

２  遺跡の位置と地形 
 鬼釜遺跡は、天竜川の東側、飯田市 

上久堅地区にあります。 

遺跡 は玉川によって形成された扇状 

地に立地し、遺跡の北側が玉川と接し 

ています。遺跡内の地形は、①玉川に沿 

う自然
しぜん

堤防
ていぼう

、②自然堤防背後の低地
ていち

、③ 

低地背後の流路跡
りゅうろあと

にわかれており、今 

回の調査では、①自然堤防上から縄文時 

代（約4,500年前）、古墳時代（約1,500 

年前）、平安時代（約900年前）、中世 

（約400年前）の遺構
いこう

と遺物
いぶつ

がみつかり 

ました。 

 

３ 鬼釜古墳の調査成果 
鬼釜古墳は鬼釜遺跡のなかにあり、玉川に沿う自然堤防上に立地します。古墳の規模は直径20ｍ弱（周

溝の外側上端で計測）、古墳の形態は円墳
えんぷん

、出土土器から古墳の時期は6世紀と推定されます。久堅神社地に

は鬼釜古墳の石室と伝わる石（天井石・側壁
そくへき

石）があり、その石の大きさからみて、石室の形態は横穴式
よこあなしき

石室
せきしつ

であったと考えられます。 

この鬼釜古墳は、墳
ふん

丘
きゅう

はすでの残っておらず、墳丘が盛られていた場所には近世の陶磁器
とうじき

を含む層（以

降、近世以降の盛土
もりつち

と呼称）が堆積していました。この近世以降の盛土からは、高
たか

坏
つき

などの古墳時代の土器

のほか、勾玉
まがたま

1点・管
くだ

玉
たま

5点、小玉41点、耳環
じかん

2点の装飾品や鉄
てつ

鏃
ぞく

（武器）が出土しました。これらの遺物

は、本来古墳の石室内に副葬
ふくそう

されていたと考えています。また、近世以降の盛土の下層には、石室の奥壁
おくへき

 

写真1 鬼釜遺跡・鬼釜古墳全景（東から恵那山方向を臨む。 

平成23年撮影） 
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に使われた石と思われる大きな石が1個（写真4）と、石の近くで不整形の穴が数基（写真4）みつかり

ました。穴からは、明治時代と思われる陶磁器片、管玉、古墳時代の土師器
は じ き

片が出土しました。奥壁石（長

辺約130ｃｍ、短辺約100ｃｍ、厚さ約30ｃｍ、想定重量約800ｋｇ）と思われる石は、浅く掘りこんだ

穴に倒したもの、まわりの穴は石室の石を抜き取るために掘った穴と推定されます。出土遺物から近世以

降に石室の石が抜き取られたと推定されます。 

 残念ながら鬼釜古墳の石室は原形を保っていないことがわかりました。しかし、奥壁石と思われる石と

石を抜き取るために掘った穴の分布からすると、石室は墳丘が盛られていた場所の中央にあり、さらに石

室（羨道部と玄室）は東西方向に向いていたものと推定されます。 

 また、周溝に埋まる土を掘ったところ、須恵器
す え き

の甕
かめ

や 
はそう

、土師器の高
たか

坏
つき

などの土器が集中する場所

が3ヶ所みつかりました（写真2の○印部分）。これらの土器は、死者を葬る際に行った祭祀
さいし

に使用され

たものと思われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真2 鬼釜古墳の空中写真（平成23年撮影）白丸は周溝想定地 

周 溝 

  

←鬼釜古墳 石室の石と伝わる石  

       
久堅神社地 

奥壁石 

出土地点 

馬の埋葬土坑発見場所 

     写真4 奥壁石？出土状況（写真上）と石室の石を抜き  

       取ったときに掘ったと思われる穴（写真下） 
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写真3 出土した耳環 



４ 馬の埋葬土坑（第 174 号土坑）の発見 

① 発見場所：古墳周溝の東部。 

② 検出状況：周溝に埋まる土の下から確認。 

     古墳の被葬者が葬られた時と同時もしくは追って埋葬されたものと推定。 

③ 平面形状：長方形 

④ 規模：長辺1.95ｍ、短辺1.10ｍ、深さ1.30ｍ 

⑤ 出土遺物：鉄製の馬具（鞖
しおで

金具2点、辻金具〔雲
う

珠
ず

？〕１点）、土師器の小片 

⑥ 時期：周溝底面から出土した遺物から6世紀 

⑦ 遺構の特徴：周溝の縁に沿う状態で掘られている。 

⑧ そのほか：第174号土坑に近接して、2基の土坑（第186・187号土坑）がみつかる。3基の土坑 

は、周溝の縁に沿ってならぶ。第186・187号土坑は規模・形状ともに第174号土坑 

と異なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真5 馬の埋葬土坑の全景（北から臨む） 写真6 馬具と土師器片の出土状況 

図1 鬼釜古墳の略図と馬の埋葬土坑の位置 

 

周溝の外側 

周溝の底面 

馬具出土地点 



５ 飯田市とその周辺における馬の埋葬土坑発見例 

（飯田市教育委員会2007『飯田における古墳の出現と展開』より） 

① 新井原・高岡古墳群（飯田市座光寺）：3基（単独土坑） 

② 高岡4号古墳（飯田市座光寺）   ：1基（周溝内土坑） 

③ 新井原2号古墳（飯田市座光寺）   ：3基（周溝内土坑） 

④ 宮垣外遺跡（飯田市上郷）         ：6基（単独土坑4、周溝内土坑1、周溝内1） 

⑤ 物見塚古墳（飯田市松尾）         ：1基（周溝内） 

⑥ 茶柄山9号古墳（飯田市松尾）     ：8基（周溝内土坑） 

⑦ 茶柄山古墳群（飯田市松尾）       ：3基（単独土坑） 

⑧ 寺所遺跡（飯田市松尾）           ：4基（周溝内） 

⑨ 北林5号古墳（高森町）           ：2基（周溝内土坑1、周溝内1） 

土坑の時期は、飯田市域の例が5世紀、高森町の例が7世紀である。馬の骨（推定を含む）は29例か

ら、馬具は5例（内1例は周溝内）から出土している。土坑の位置は、①単独土坑、②周溝内土坑、③周

溝内の3種類があり、鬼釜古墳の馬の埋葬土坑は、「周溝内土坑」に該当する。 

 

６ 第１７４号土坑の発見の意義 

① 下伊那において馬の埋葬土坑は、天竜川以西で発見されている。天竜川以東では初めての発見。 

② 6世紀以降の事例としては、北林5号古墳（高森町）についで2例目。 

③ 6世紀代に上久堅地区で馬の生産・飼育が行われていた可能性が浮上。 

④ 馬の生産・供給体制の変遷を考える上で貴重な発見。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真7 

写真7・8・9 

馬の埋葬土坑から出土した 

馬具のＸ線写真 

（7・8:鞖金具、9:辻金具） 

写真8 

写真9 


